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Ⅰ
．
楷
書―

石
に
刻
さ
れ
た
正
式
書
体―

 

  

楷
書
は
、
一
点
一
画
を
切
り
離
し
て
正
確
に
書
く
書
体
で
す
。
そ
の
萌
芽

ほ

う

が

は
三
世
紀
頃
の
中
国
に
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
唐
時
代
（
六
一
八
～

九
〇
七
）
に
至
っ
て
洗
練

せ
ん
れ
ん

さ
れ
た
美
し
さ
を
作
り
上
げ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。 

 

本
章
で
は
、
ま
ず
唐
時
代
の
楷
書
を
手
本
と
し
て
臨
書
し
た
作
品
を
展

示
し
、
現
代
に
も
通
じ
る
楷
書
の
典
型
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
さ
ら
に

北
魏

ほ

く

ぎ

時
代
（
三
八
六
～
五
三
四
）
の
墓
誌
銘

ぼ

し

め

い

な
ど
を
手
本
と
し
て
臨
書
し

た
作
品
も
あ
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
楷
書
の
臨
書
作
品
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

Ⅱ
．
行
書
と
草
書 

―

書
聖
・
王
羲
之
と
そ
の
流
れ―

 
 

行
書

ぎ
ょ
う
し
ょ

と
草
書

そ
う
し
ょ

は
、
文
字
を
速
く
書
く
た
め
に
生
ま
れ
た
書
体
で

す
。
行
書
で
は
点
画

て
ん
か
く

を
連
続
／
省
略
し
、
草
書
で
は
字
形
を
簡
略
化
し

て
書
き
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
漢
時
代
（
前
二
〇
六
～
二
二
〇
）
の
隷
書

れ
い
し
ょ

を
速
写
す
る
な
か
で
生
ま
れ
て
き
た
と
言
わ
れ
ま
す
。 

行
／
草
書
の
手
本
と
し
て
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
も
の
は
、
東
晋

と
う
し
ん

時
代
（
三
一
七
～
四
二
〇
）
の
王
羲
之

お

う

ぎ

し

（
三
〇
三
？
～
三
六
一
？
）
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
作
品
群
で
す
。
本
章
で
は
、
王
羲
之
の
代
表
作

《
蘭
亭
序

ら
ん
て
い
じ
ょ

》
や
、
唐
時
代
に
王
羲
之
の
字
を
集
め
て
作
ら
れ
た
石
碑

《
集
王
聖
教
序

し
ゅ
う
お
う
し
ょ
う
ぎ
ょ
う
じ
ょ

》
の
臨
書
作
品
を
は
じ
め
、
王
羲
之
の
流
れ
を
汲く

む
行
書
と
草
書
を
手
本
と
し
た
臨
書
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

趙時棡（1874～1945） 

《楷書臨元欽墓誌銘軸》 

中華民国 17 年（1928） 

許成琮（1882～1967） 

《楷書臨雁塔聖教序軸》 

中華民国 

鄧散木（1898～1963）《行書臨集王聖教序横披》部分 

中華民国 29 年（1940） 

愛新覚羅 溥伒（1893～1966） 

《行書臨米芾虹県詩巻軸》 

中華民国 



 

 

 

 

Ⅲ
．
隷
書―

漢
時
代
の
八
分
隷―

 

 
隷
書

れ
い
し
ょ

は
、
漢
時
代
（
前
二
〇
六
～
二
二
〇
）
に
正
式
書
体
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
た
書
体
で
す
。
後
漢
時
代
に
は
、
扁
平

へ
ん
ぺ
い

な
字
形
と
波
打
つ
よ
う
ハ

ラ
イ
で
あ
る
「
波
磔

は

た

く

」
を
持
つ
「
八
分

は
っ
ぷ
ん

」
と
呼
ば
れ
る
姿
に
な
り
ま
す
。
現

在
、
隷
書
が
日
常
の
筆
記
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
紙
幣

し

へ

い

や
新
聞
の
題
字
な
ど
に
は
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

本
章
で
は
、
後
漢
時
代
に
建
て
ら
れ
た
石
碑
を
手
本
と
し
た
臨
書
作
品

を
展
示
し
ま
す
。
石
に
刻
さ
れ
た
隷
書
は
、
書
家
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
ど

の
よ
う
に
紙
に
書
き
写
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
変
容
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

Ⅳ
．
篆
書―

中
国
古
代
の
金
石
文―

 
 

篆
書

て
ん
し
ょ

は
、
漢
字
の
も
っ
と
も
古
い
書
体
で
す
。
象
形
性

し
ょ
う
け
い
せ
い

が
高
く
、
現
在
で
は
印
鑑

い
ん
か
ん

な
ど
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
篆
書
に
は
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
秦 し

ん

時
代
（
？
～
前
二
〇
七
）
の
始
皇
帝

し

こ

う
て

い

（
前
二
五
九

～
前
二
一
〇
）
が
中
国
全
土
を
統
一
し
た
時
に
定
め
た
「
小
篆

し
ょ
う
て
ん

」
が
標
準
的
な
も
の
と
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
以
前
は
点
画
の
数
が
多
い
「
大
篆

だ
い
て
ん

」
が
用
い
ら
れ
、
さ
ら
に
古
く
は
地
方
ご
と
に
独
自
の
字
形
を
使
用

し
て
い
ま
し
た
。 

何紹基（1799～1873） 

《隷書臨張遷碑四屏》 

清時代後期 

呉昌碩（1844～1927） 

《篆書臨石鼓文四屏》 

清時代後期 光緒 12 年（1886） 

こ
れ
ら
の
文
字
は
青
銅
器
に

鋳
込

い

こ

ま
れ
、
あ
る
い
は
石
に
刻
さ

れ
て
、
現
在
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
金
属
や
石
に
残
さ
れ
て
い

る
文
字
を
「
金
石
文

き
ん
せ
き
ぶ
ん

」
と
呼
び
、
篆

書
は
金
石
文
を
代
表
す
る
書
体
と

も
い
え
ま
す
。
本
章
で
は
、
こ
れ
ら

中
国
古
代
の
金
石
文
を
手
本
と
し

た
臨
書
作
品
を
展
示
し
ま
す
。 

伊立勲（1856～1942？） 

《篆書臨会稽刻石軸》 

中華民国 17 年（1928） 

☆一部、手本となっている作品の拓本を 

展示しています。ぜひ見比べながら 

ご鑑賞ください。 



イベントのご案内 
 

アンティークオルゴール鑑賞会 

観峰館のアンティークオルゴールを 

実際に演奏します。 

 

日 時：4 月 29 日（土）14 時 30 分～15 時 30 分 

定 員：30 名（参加費無料、要予約） 

 

 

ギャラリートーク＆ミニコンサート 

井上幸紀氏による二胡演奏と、春季企画展の 

ギャラリートーク（展示室での作品解説）を行います。 

 

日 時 ：5 月 14 日（日）13 時 30 分～15 時 00 分 

演奏者 ：井上 幸紀氏（二胡奏者） 

定 員 ：30 名（要予約）※参加には入館料が必要です。 

※所要時間はコンサート・ギャラリートークとも 40 分の予定です。 

 

土曜講座 

展示担当学芸員が、企画展に関連した 

内容の講座を行います。 

※各回、参加には入館料が必要です。 
 

１「臨書の魅力」 

日 時：4 月 22 日（土）13 時 30 分～14 時 30 分 

定 員：20 名（要予約） 
 

２「臨書作品の見方／考え方」 

日 時：6 月 3 日（土）13 時 30 分～14 時 30 分 

定 員：20 名（要予約） 
 

 

☆本展の解説を動画でもご覧いただけます。 
 

 URL：https://youtube.com/live/GIwbLSQYZ2k 

※YouTube ライブ配信のアーカイブです 

 

新型コロナウィルスの拡大状況によりイベントを延期／中止する場合があります。最新情報をホームページでご確認下さい。 

井上 幸紀氏（二胡奏者） 

アンティークオルゴールの音色をお楽しみください 

※写真は過去のものです 

展示担当学芸員による講座の様子です 

※写真は過去のものです 

https://youtube.com/live/GIwbLSQYZ2k

